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館林青年会議所では、親子のふれ
あいを深めるため、子どもを対象に
親子で竹を使った竹馬や水鉄砲作り
を行います。竹を材料にして、いろ
いろなものを作ってみませんか。
◇日時 ６月23日�　午前10時～午
後２時（小雨決行）

◇場所 ふるさとの広場
◇対象 館林市、板倉町、明和町に
在住・在勤の親子

◇参加費 無料
◇申し込み ６月20日�までに館林
青年会議所へ

県立館林美術館では、「コレクシ
ョンへの扉」（６月４日～７月７日）
の開催に合わせて、さまざまな関連
事業を行います。次のとおり参加者
を募集していますので、ぜひご参加
ください。
作品解説会
サンデーギャラリートーク
◇期日　６月16日�・23日�・30日�
◇参加方法 観覧券をお求めのう
え、直接会場にお集まりください。
事前の申し込みは不要です。
子どもギャラリートーク
◇期日 毎週土曜日
◇参加方法 直接会場にお集まりく
ださい。事前の申し込みは不要で
す。

◇対象 小・中学生
※共通事項
◇内容 展示作品を学芸員が解説し
ます。

◇時間 午後２時から30分程度
◇会場 県立館林美術館展示室

竹 を 使 っ て 何 か
作 っ て み ま せ ん か

（社）館林青年会議所
�（74）1234

コレクションへの扉
関東事業参加者募集

館林美術館
�（72）8188
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町の無料法律相談
日　時＝７月10日�

午前10時～午後１時
場　所＝役場会議室
内　容＝法律一般事項
対　象＝明和町民
担当者＝福島弁護士
受　付＝７月１日から８日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。（受付順）

乳 幼 児 健 診
日　時＝７月11日�

午後１時～２時受付
場　所＝保健センター
対象者＝12年７月、13年７月・12

月、14年３月生

健 康 相 談
日　時＝７月２日�

午前９時30分～10時30分
受付

場　所＝保健センター
対　象＝乳幼児・成人

人権・行政・心配ごと相談
日　時＝７月15日�

午前10時～午後３時
場　所＝役場会議室

年 　 金 　 相 　 談
日　時＝７月18日�

午前10時～午後３時
場　所＝館林市役所

交 通 事 故 相 談
日　時＝７月４日�・18日�

午前10時～午後４時
場　所＝館林市役所

今 月 の 納 税
�町県民税�利根加用水賦課金
納期限＝７月１日�
�水道料金
納期限＝６月28日�

税 務 職 員 （ 税 務
大 学 校 生 ） 募 集

館林税務署
�（72）9500

国税局や税務署において、適正な
課税を維持し、また租税収入を確保
するため、国税に関する調査や指導
などの事務を行う税務職員の採用試
験を次のとおり実施します。
採用されると、税務大学校普通科

に入校（全寮制）し約13か月間の研修
を受けた後、税務署などで国税の賦
課・徴収等の事務に従事します。ま
た、専門知識・技能等を習得するた
め、各種の研修も予定されています。
◇受験資格 昭和57年４月２日から
60年４月１日生まれのかた

◇試験の内容 高等学校卒業程度
◇申し込み 館林税務署にある申込
用紙に記入し、６月19日�から
26日�までに人事院関東事務局〒
330-9712 埼玉県さいたま市大字
上落合2-11へ郵送してください。
（消印有効）
◇試験日・試験種目 第1次試験　9
月8日�教養（多枝選択式）・適
正・作文試験

県地方労働委員会では、労働者個
人と使用者との間の労働条件などに
関するトラブル（個別的労使紛争）
について、話し合いにより解決して
いただくための手助けを行います。
◇対象者 県内にある事業所の労働
者および使用者

◇対象事業 労働時間・休暇・賃
金・配置転換・出向・解雇など、
労働関係についての紛争

◇申請用紙配布場所・問い合わせ

太田行政事務所へ

個 別 的 労 使 紛 争 の
相談を受け付けます

太田行政事務所
�（32）2215

◇日時 ６月27日・７月25日・８
月22日・９月26日・10月24日・11
月28日･12月26日・平成15年１月
23日・２月27日・３月27日（毎回
木曜日）
午後１時30分～４時30分
◇場所 館林保健福祉事務所検診室
◇対象者 一般住民
◇実施内容 個別来所相談（思春期
相談・更年期相談・その他）

◇担当医師 まりレディスクリニッ
ク院長　飯塚真理先生

◇申し込み 電話で館林保健福祉事
務所保健福祉課保健係へ

女 性 の 健 康 相 談

館林保健福祉事務所
�（72）3230

５月30日～６月30日　環境月間「見直そう今までの暮らし　考えようこれからの暮らし」


